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「霧島市制度資金」の創設について

【陳情事項】

霧島市内の中小企業者の円滑な資金供給に資するため、新たな霧島市独自の融資

制度「霧島市制度資金」の創設を求める

【陳情の理由】

我が国の経済は、新興国の高成長とアメリカの量的金融緩和で世界経済は成長軌

道に復帰し、景気の踊り場からの脱却が期待されつつあった中で、私ども地方都市

である霧島市の中小企業を取り巻く環境は、鳥インフルエンザ問題や口蹄疫対策等

により経済活動にも大きな影響を受けました。

また、新燃岳の噴火活動による影響に加えて、東日本大震災という未曽有の自然

災害により、原材料調達の長期化やコスト増など、その影響は日を追うごとに大き

くなってきており、企業体力も脆弱化し、綱渡りの状態が続いているものと考えま

す。

このような厳しい経済環境が続く中で、生き残りをかけた企業経営を続けていく

には、円滑かつ潤沢な資金調達が最重要課題であり、国、県などの各種制度を活用

し資金調達を行っております。

しかしながら、中小企業とりわけ小規模企業においては、脆弱な経営基盤の中で

経営環境も激変しており、売上増、経費節減などの最大限の企業努力を行い利益確

保に努めているところですが、多くの利用があった景気対応緊急保証制度や経済対

策特別資金なども２３年３月で廃止され、今後の資金繰りに影響が出てくることが

懸念されます。また、要件によっては、既存の制度では活用できないケースもあり、

霧島市として新たな融資節度の創設が急務であると考えます。

中小企業事業者にとって安心・安全な「事業資金メニュー」の確保は、経営安定・

振興のために不可欠な要素であり、「霧島市制度資金」に対する期待は高く、新規

創設を陳情するものです。

上記の件について、市長に陳情いたしましたので、趣旨にご賛同くださるようお

願いいたします。

以 上


